
な条件設定のためである.地の方法による推計五査

も併記したが，比較してあれこれ考えをめぐらす

と興味深いものがある.

5. 今後の方向

このよをデ、んは PPSSにおけるマグロ・モデルと

して開発された.いわば総論的モデルなのでトッ

プ・マネジメントの戦略にはともかく，実務家に

はアどーんしにくい揺苦どもっている.そこで各論

としてのミグ戸・モデルが必要となる.現主主，地

i玄関{年齢J)Jl)人 1] の推計，市民意識調査にもと

づく行政需要の分析等について研究を進めてい

る.

また，このマグ口・モデル自体も未解決の部分

を残しており， われわれ自身まだまだ不満は多

い‘教育効果は絶大だったが，バイ口ヅト・モデ

/レの域を出ておらず，行政の Eわにしかとどルト・

インされたとはいい難い.これらを克醸して，前

述のような所期の白的に沿うにいたるには，まだ

かなりのヱ裂を喜きするであろう，ぞれを推進する

のに必婆なものは，データの整備，体制の確立，

人材の養成等もさることながら，最重重姿なものは

トッブ・マネジメントないし金闘部門のニニーズ

と参画である.それも長期的展望と広い視野に主義

うわされた，切実感、のあるものでなければならな

し、.
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